
 

 

2024 年 12 月 3 日 
株式会社ポーラ・オルビスホールディングス 

ポーラ文化研究所 

日本化粧品専門店協会 主催「2024 CoRe シンポジウム」にて 

縄文～現代まで「男性の化粧」の変遷について講演 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社ポーラ・オルビスホールディングスで化粧文化に関する研究活動を行うポーラ文化研究所（東京・港区）は、

2024 年 11 月 14 日（木）に開催された一般社団法人 日本化粧品専門店協会が主催する「2024 CoRe シンポジウム」

にて、「メンズ化粧の歴史をたどる 制度・美意識・化粧品」と題し、講演を行いました。 
 
 本シンポジウムでは「化粧品専門店におけるメンズ需要創出の仕掛け」をテーマに、近年盛り上がりつつある男性の

化粧品市場に焦点をあてた座談会が行われました。その前段として、ポーラ文化研究所 研究員の富澤洋子が登壇し、

化粧文化研究の観点から、歴史の中の男性化粧について、講演を行いました。 
 

講演では、目的や役割を変えながらも、男性が化粧を行ってきた証を縄文時代まで遡って紹介しました。埴輪
は に わ

に見

る化粧の痕跡から、平家物語に残る公家と武家の化粧の違いにまつわるエピソード、戦国時代以降にみられる 月代
さ か や き

（前頭から頭頂までを剃り上げた髪型）の所以などを、文献や絵画資料を交えて解説しました。また近代から平成にか

けては、メンズ化粧品の流通がみられるもアフターシェーブなど単品が主流だったことや、80 年代以降 YMO に代表さ

れる男性のメークの出現はありつつ、一過性に留まっていたことを指摘。このような過去と比較し、今ようやくボーダレス、

ジェンダーレスの流れを受けて個人のマインドが変わり、「一般男性が化粧をすること」への社会の受け入れ態勢が整

ってきたことを提言しました。聴講者からは、「埴輪や絵巻に化粧が表現されているとは思いも寄らなかった」、「男性の

化粧意識がまさか縄文まで遡るとは」といった驚きの声が寄せられました。 
なお、今回の講演要旨は 2025 年 2 月にポーラ文化研究所ウェブサイトへ掲載予定です。 

 「2024 CoRe シンポジウム」開催概要  
日時 2024 年 11 月 14 日（木）14 時～17 時 
場所 東京国際フォーラム 
主催 一般社団法人 日本化粧品専門店協会 

 現代の男性の化粧・美意識に関する調査  

 ポーラ文化研究所では社会の変化を受けて、化粧や美意識に関する調査においても、近年は男性を対象に入れ調

査を行っています。男性若年層は、他の年代と比べて「スキンケアは自身にとって大切なもの」「性別問わず、メークは

自由に行えるもの」といった意識が高いことなどが分かり、調査レポートを通じて報告しています。今後も、男性を含め

た人々の化粧・美意識にフォーカスし、調査研究を深めてまいります。 

参考調査レポート 
「化粧・美しさの価値観と未来予想」15～64歳の男女2,000人を対象に調査。2021年11月実施。 
https://www.cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/report/pdf/220830mirai.pdf 

「ウィズコロナ時代の美容行動 『画面越しに見せたい顔』とは？」15～64歳の男女2,000人を対象に調査。2021年11月実施。 
https://www.cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/report/pdf/220623gamengoshi.pdf 
 

【報道関係者の皆さまからのお問い合わせ先】 （株）ポーラ･オルビスホールディングス  コーポレートコミュニケーション室 
広報担当 Tel 03-3563-5540／Mail webmaster@po-holdings.co.jp 
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 ポーラ文化研究所とは  
化粧を学術的に探求することを目的に 1976年に設立。化粧を「人々の営みの中で培われてきた大切な文化である」

ととらえ、化粧文化に関わる収集保存・調査研究・公開普及に取り組んでいます。古代から近現代まで、化粧道具や装

身具、絵画資料、文献など約 6,500 点のコレクションを持ち、「トルクメンの装身具」「コックス・コレクション」など世界的

に稀少性の高い資料も所蔵しています。2024 年にオープンした「化粧文化ギャラリー」では、所蔵品と研究知見を、

折々のテーマに沿った展示、書籍、ワークショップを通じて紹介しています。また、1978 年からは化粧行動、意識に関

する調査を継続実施・公開しており、学術研究に資することを目的に、個票データの一部を東京大学 SSJ データアー

カイブに寄託しています。 

 ポーラ文化研究所ウェブサイト https://www.cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/ 
 化粧文化ギャラリー https://www.cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/gallery/ 
 化粧と生活の調査レポート https://www.cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/report/ 
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